
　　　ないたスリッパ　【低学年４－（１）】
―　資料の提示方法を工夫した指導　―

（１）主題名　みんながつかうもの〔４－（１）〕

（２）ねらい　みんなが使うものを大切にし，約束やきまりを守ろうとする態度を養う。

（３）資料名　「ないたスリッパ」

（４）授業の展開例　　　　

学　習　活　動 主な発問と児童の心の動き 指 導 上 の 留 意 点

導 
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１　題名読みをする。 ○どんなお話かな。 ○本時の学習の方向付

けをし，期待感をも

たせる。
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開

２　資料「ないたスリッ

パ」を聞き，話し合う。

　　

３　自分たちの生活を

振り返る。

○スリッパはどうしてないたの

だろう。

・はねとばされて，いたかったか

ら。

・きれいにそろえてくれなかった

から。

・かたほうのスリッパとはなれた

から。

◎くまさんたちに言いたいこと

を言おう。

・スリッパはちゃんとそろえんと

いけないよ。

・つぎに来た人がこまるからそろ

えるんよ。

・ていねいにはくんよ。

○わたしたちの学級でも，ないて

いる物はないかな。

・ぼくは，ボールを使ったあと，

外に放りっぱなしにしたこと

があるよ。

・ぼくは，いけないなと思ったけ

ど，だれかがかたづけてくれる

だろうと思って，知らんぷりし

たことがあるよ。

・これからきをつけたいよ。

○絵を動かしながら，

内容をつかませる。

○スリッパの思いが話

せるように吹き出し

にする。

○どうぶつの絵に向か

って，話をさせる。

○かたづけたり，次に

使う人のことを考え

て行動できなかった

りした経験があるこ

とに気付かせる。

○きちんとかたづける

と，気持ちがよくな

ることに気付かせ

る。

終　
　

末

４　教師の話を聞く。

　

・みんなでつかうものをたいせつ

にしないといけないね。　　　

　　　　

○はきものをそろえな

くて，はずかしい思

いをした話をし，意

欲付けをする。
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も
り
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に
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ど
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あ
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ま
し
た
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「
あ
れ
っ
。
ス
リ
ッ
パ
が
ば
ら
ば
ら
だ
。
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
。
よ
し
。
」

あ
わ
て
て
で
て
い
き
ま
し
た
。
（
ス
リ
ッ
パ
は
あ
っ
ち
に
ポ
ー
ン
、
こ
っ
ち
に
ポ
ー

ン
。
）

ト
イ
レ
が
し
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
あ
～
ん
、
あ
～
ん
。
か
な
し
い
よ
う
。
」

ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ
パ
が
な
き
だ
し
ま
し
た
。

※ 

教
師
の
語
り
で
資
料
提
示
を
し
、
動
物
の
出
入
り
に
合
わ
せ
て
ス
リ
ッ
パ
を
操
作
し

ま
す
。

＊ ここはトイレの様子

（手書きです）



◎「ないた　スリ

１　主題の設定

明るく気持ち

めには，みんな

決まりや約束事

ればならない。

いった自己中心

をしていく上に

け，不快感を与

　　人と人とが互

いくことができ

物を大切に扱い

んで守ろうとす

いである。

２　指導過程の工

教師の語りで

リッパ）の絵を

もたちに理解し

の提示は，エプ

ンから取り出す

の資料に対する

　　森の動物たち

せたあと，自分

る物はないかと

ちの姿を見つめ

　　できるだけ子

授業を進めてい

ードとなる言葉

うにしたい。

３　発問の工夫

発問において

考えたり，第三

たりすることを

己と対峙するこ

まさんたちに言
ッパ」

のよい学校生活を送るた

で使う物を大切に扱い，

を守るように心がけなけ

自分だけよければよいと

的な考え方は，集団生活

おいて，他人に迷惑をか

えてしまうことになる。

いに気持ちよく生活して

るように，みんなで使う

，きまりや約束事をすす

る態度を養うことがねら

夫

登場人物（森の動物・ス

動かし，話の内容を子ど

やすくしていきたい。絵

ロンシアター的にエプロ

ようにして，子どもたち

興味づけを図りたい。

の行動をしっかり批判さ

たちの学級でもないてい

考えさせ，現実の自分た

させたい。

どもたちと対話しながら

くために，板書はキーワ

を簡潔にまとめていくよ

は，スリッパの気持ちを

者的な立場から批判をし

十分にさせることで，自

とができると考え，「く

いたいことを言おう。」を

中心発問とした。

心発問とした。

４　児童の反応

（スリッパはどうしてないたのだろう。）

　・やさしくしてほしいなあ。

　・ひっくり返ると，くるしいよう。

（くまさんたちに言おう。）　

・みんな，スリッパを散らかしたらいけ

ないよ。

・バラバラになったら，次にはく人が困

るよ。

・ちゃんとそろえないといけないよ。

（学級でもないている物はないかな。）

・学級のボールが、外に放ったままにな

っていることがあるよ。

　・えんぴつけずりのけずりかすが、いっ

ぱいたまったままになっていることが

あるよ。

　・ぼくはきちんとかたづけているよ。

・こんど気がついたらかたづけるよ。

５　実践者からの一言

低学年の子どもたちに資料の内容を的

確に理解させるために，簡略化した資料

を作成したことで，子どもたちはねらい

に沿って話の内容を理解したように思う。

森の動物たちの行動をしっかり批判させ，

その後，自分たちの学級でもないている

物はないかなと考えさせた時，子どもた

ちはハッとして目を見開き，沈黙した。

自己と対峙した一瞬である。そしてその

後の「あそびたかったから。」「他の人が

かたづけてくれると思ったから。」という

発言を肯定的に受け止めることで，より

内面をしっかりと見つめさせることがで

きたように思う。

　　　　　　（黒川小学校　　荒谷　誠）

活用に生かすための実践報告


